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 で ん わ

電話はどうして
とお

遠くの
ひと

人と
はな

話せるの 

●
そ う わ き

送話器と
じ ゅ わ き

受話器のはたらき 

 
で ん わ き

電話機は、
こえ

声を
おく

送るところと、
こえ

声を
う

受け
と

取るところに、
わ

分かれています。
こえ

声を
おく

送るものを
そ う わ き

送話器、
こえ

声を
う

受け
と

取るものを、
じ ゅ わ き

受話器といいます。 

 
そ う わ き

送話器の
なか

中には、うすい
てっぱん

鉄板と、
た ん そ

炭素のつぶが
はい

入っています。
こえ

声を
だ

出すと、
てっぱん

鉄板がふるえ、

そのふるえが、
た ん そ

炭素のつぶに
つた

伝えられます。
こえ

声が
つよ

強いと、
た ん そ

炭素のつぶがおさえられ、
こえ

声が
よわ

弱

いと、ゆるめられるしくみになっています。 

 
た ん そ

炭素のつぶがおさえられると、
で ん き

電気がたくさん
なが

流れ、ゆるめられると、
で ん き

電気は
すく

少なくなり

ます。このようにして、
こえ

声は
でんきしんごう

電気信号に
か

変わります。 

 
じ ゅ わ き

受話器の
なか

中には、うすい
てっぱん

鉄板と
じしゃく

磁石が
はい

入っています。とどいた
で ん き

電気の
きょうじゃく

強弱 にしたがって
てっぱん

鉄板がふるえ、もとの
こえ

声にもどります。わたしたちが
で ん わ

電話で
き

聞いている
こえ

声は、
あ い て

相手の
ほん

本
とう

当の
こえ

声ではなく、
じ ゅ わ き

受話器の
なか

中の
てっぱん

鉄板が、ふるえている
おと

音です。 

●
こえ

声が、
そ う わ き

送話器→
でんわせん

電話線→
こうかんき

交換機→
でんわせん

電話線→
じ ゅ わ き

受話器の
じゅん

順で
き

聞こえる 

 わたしたちが、
とお

遠くの
ひと

人と
はなし

話をするときに、
はな

話す
こえ

声が、
そ う わ き

送話器で
でんきしんごう

電気信号に
か

変えられ、

その
しんごう

信号が、
でんわせん

電話線を
つた

伝わって、
でんわきょく

電話局にある
こうかんき

交換機にとどき、それを
で ん わ

電話の
あ い て

相手が
す

住んで

いる、
ちか

近くの
こうかんき

交換機に
で ん わ

電話をつなぎます。そのあと、
でんわせん

電話線を
とお

通して、
あ い て

相手の
いえ

家の
で ん わ

電話につ

ながり、
じ ゅ わ き

受話器によって、
こえ

声を
き

聞くことができるのです。（監修・青木 国夫） 
 

 


